
日時 令和4年1月11日（火）午後16時45分から午後17時15分

場所 市長公室

出席者

永見市長、竹内副市長、雨宮教育長、宮崎政策経営部長、藤崎行政管理部長、松葉子ども家庭部長、大川健康福祉部長、

葛原地域包括ケア・健康づくり推進担当部長、生活環境部長代理三澤まちの振興課長、

門倉都市整備部長、江村都市整備部参事、橋本教育次長、矢吹会計管理者、内藤議会事務局長、佐伯オンブズマン事務局長、

玉江選挙管理委員会事務局長、田代監査委員事務局長、

付議事項

（１） 東京都の基本的対策徹底期間延長後の市の対応について

①東京都・国立市の感染状況について（資料No.1）

②東京都通知「オミクロン株の急速拡大に伴う緊急対応について」（資料No.2）

③職場での感染防止対策について

④市内の公共施設の取扱いについて

（２）自宅療養者への医療支援

（３）その他

以上

2　本部長指示及び対応方針について（永見市長）

　１か月前にはあまりいなかった感染者が、ここで多くの市で感染者が出ており、感染力の高さを感じる。重症化率が低い、症状が軽いとなると、自宅療養者が増

え、市町村の負荷が重くなることが想定される。また、自宅療養者数が増えることになれば、保健所の体制がひっ迫化することも考えられる。

このため、市町村の負担が重くなるということに対応できるような形を考えていかなければならない。いつ、どういう形で変化するかわからないため、注意力をもっ

て、機敏な対応を心がけてほしい。

第24回　国立市健康危機管理対策本部会議記録

主な内容

（進行：大川健康福祉部長）

　
1　議　題

（１）東京都の基本的対策徹底期間延長後の市の対応について（大川健康福祉部長）

①東京都・国立市の感染状況について

・東京都モニタリング会議資料（資料№1）

②東京都通知「オミクロン株の急速拡大に伴う緊急対応について」

・資料No.2のとおり

③職場での感染防止対策について（藤崎行政管理部長）

・東京都が発出した通知「オミクロン株の急速拡大に伴う緊急対応」を踏まえ、引き続き感染拡大防止対策を継続していく。

④市内の公共施設の取り扱いについて

・教育施設については、現時点では、収容人数の制限はせず、感染防止対策を徹底して開館する。（橋本教育次長）

・集会所は、現時点では、収容人数の制限はせず、感染防止対策を徹底して開館する。（生活環境部長代理三澤まちの振興課長）

⑤ 無料ＰＣＲ検査について

・立川の無料のＰＣＲ検査センターは１時間以上並ばないと検査を受けることができない。市内の医療機関でも検査を実施しているが、感染の不安がある方の検査に

ついての市からのアクションについて、他市の情報も共有しながら、対応していく。（大川健康福祉部長）

（２）自宅療養者への医療支援（葛原地域包括ケア・健康づくり推進担当部長）

　電話相談のほか、物資の配達等を実施。

　支援室チームは1月12日（水曜日）から2階打合せスペースでの業務を再開する。

　今後、市医師会理事会への報告やチーム会議を開催し、自宅療養支援体制を強化していく。

・1/17（月）に市医師会理事会において、市の自宅療養支援の体制等について情報提供を行う。

・1/24（月）に医師、薬剤師、訪問看護師等で構成されるチーム会議を開催する。

（３）その他

濃厚接触者の待機日数の見直しについての情報について

→報道ベースでは短縮する方向での検討があるようだが、特に情報はない。（橋本健康づくり担当課長）

現時点で重症者のベッドが使われているのは、まだ３～４床であるが、感染力が高いことは目に見えている。１週間ずつ様子を注視しながら、市の対処方針を変えて

いく必要があるときには適時柔軟に対応していく。（大川健康福祉部長）


